
- 1 - 

栃木県眼科医会理事会(平成23年度第2回) 

 

日 時：平成23年7月20日（水） 午後7時 

場 所：宇都宮市医師会館 

 

出席：原(裕)会長、旭、吉沢(徹)副会長、大久保(彰）、大野、城山、苗加、福島、上田、井岡、高橋

(雄)、斉藤(哲)、堤、安藤、早津(宏)、蘇、小幡、大沼理事、宮下監事、妹尾顧問  計20名 

欠席：石﨑、牧野、松島 (博 )理事、鈴木 (隆 )監事、早津 (尚 )、稲葉 (光 )、田口、柏瀬、 

佐藤、斉藤(武) 顧問          計10名 

 

《会長挨拶》 

本日は台風６号接近の中皆様にはお集まりいただきありがとうございます。本日も議題がたくさ

んありますので、宜しくお願い致します。 

《総 務》 

報告：１．平成23年度第２回日眼医定例代議員会、定例総会出席報告((6月25日(土)、26日(日)

東京プリンスホテル) 

原会長が出席 

まず、栃木県からはヴィジョンバンの日本版は作れないかとの提案をした。こ

れに対しては眼科医会が作るのでは維持管理が大変なので、国が同様の健診車を

作る際に協力しようとのことだった。 

また、日本眼科医会の公益法人化の件は粛々と進める。その中で会員資格の問

題、具体的には「保留会員」の問題をどうするか、検討中であるとの報告。また、

現在栃木県からは代議員は１名ですが法人の「社員」となった場合代表が２名に

なる見込みだ。 

 その他、平成２２年度決算報告・２３年度の予算案が可決された。 
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２．平成23年度第１回関ブロ支部長会議、連絡協議会出席報告(7月17日(日)軽井沢町

軽井沢プリンスホテル） 

原会長、柏瀬顧問、宮下監事出席 

3/11大震災において関ブロ内でも茨木県と千葉県が被災地となったため茨木県眼

科医会に２５０万円を義援金として、千葉県眼科医会に２５万円を見舞金として

拠出することとなった。（５月２３日に支払い済み）その他、協議会内容及び関

ブロ講習会・医療従事者講習会の開催を報告。なお、今期から早津先生に代わり

宮下先生が本県の関ブロ幹事となった。次回、関ブロ支部長会議は神奈川県で平

成24年5月26日（土）開催、翌日27日（日）の講習会の後、神奈川県眼科集談会も

開催。 

３．平成23年度関ブロ男女共同参画委員会出席報告(7月17日(日)軽井沢町 軽井沢プ

リンスホテル） 

吉沢副会長、安藤理事出席 

  今回の会議は男性の参加が少なかった。出来るだけ均等に参加するのが望ましい

のではないか。第1回会議のため、自己紹介から始まりその後議題の協議に入っ

た。女性役員の増員、問題点の洗い出しなどを話し合い、一番の問題地なってい

る20代～30代の家庭に入った女性医師の職場復帰をどうするかなど協議しようと

いう事になった。 

４．会員の異動 

勤務先名変更： B 菊池武邦（国際医療福祉大学塩谷病院） 

自宅住所変更： A 茨木信博（宇都宮市 いばらき眼科クリニック） 

転出  B 野堀秀穂（獨協医大眼科）    茨城県へ 

協議：１．日眼医より送付の「会員規定チェックアンケート」の件 

日眼医の公益法人化に鑑み、現在の状況を各支部にアンケートするとのこと。本

県の現状を返答することとした。 

２．川島秀俊先生(自治医大眼科学講座教授)顧問就任の件 
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  当会から顧問就任のお願いをしたところ、ご快諾を頂いた。 

３．事務局への返信をはがきからメール及びFAXに変更する件 

  まず、理事会関係の通知について葉書を廃する。一般会員の皆様に対する研究

会・集談会などの通知の返信もメールまたはFAXで良いか、一度アンケートを取る

こととする。 

４．平成23年度 全国支部長会議の件(9月4日(日)東京プリンスホテル) 

  原会長が出席 

５．入会希望者について（転入、開業を含む） 

B 関本慎一郎 （市貝町 関本眼科医院） 東京都より 

全会一致で了承された。 

   ６．栃木県医師会より依頼の「栃木県社会福祉審議会身体障害者福祉専門分科会審査部

会臨時委員会」の推薦について 

須田先生を推薦する。 

 

《経 理》  

報告：１．第45回栃眼医研究会収支報告 

89名の参加 決算報告を了承 

２．栃眼医会費等の納入状況 

151名中125名が納入済 納付期限が7月30日 

３．平成23年度一次救急診療「普通傷害保険」の支払いについて 

従来通り更新 

協議：１．事務局秘書の給与の件 

     現在事務局は多忙のため秘書さんの出勤が増えている。 

     理事ができる仕事は、出来るだけ各自でやっていただきたい。 

 

《学 術》 
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報告：１．第45回栃眼医研究会開催報告（(わかもと製薬と共催6月24日(金) 宇都宮グランド

ホテル) 

67名が参加 

協議：１．第34回獨協医大眼科栃眼医合同講演会の件（7月22日(金) 獨協医大） 

  明後日予定通り開催 

２．第46回栃木県眼科医会研究会について 

平成24年1月13日または20日で調整中 

今後、疾患単位での講演を検討 

３．第19回栃木眼科セミナーの件（自治医大、興和創薬共催、当会後援、ホテル東日

本宇都宮） 

  平成24年2月開催となるか、次回理事会までに決定 

４．第62回栃木県眼科医会集談会開催の件（10月21日(金)宇都宮医師会館） 

     特別講演は獨協医大から後藤先生 

５．「ロービジョンケアの診療報酬化に関する陳情」について 

        まだ募集中のため協力する。  

 

《医療安全対策及び福祉》 

報告：１．平成23年度眼科コメディカル講習会について 

        震災の影響で3月13日の第3回の講習会への参加が非常に少なかったため、        

      第5回の講習会の際補習の案内があった。 

２．第74回栃眼医親睦ゴルフコンペについて(5月22日(日)宇都宮カンツリークラブ)  

        優勝柏瀬先生 準優勝松島祐子先生 

３．日本視能訓練士協会より送付の「視能訓練士の現状と展望 2010年」の件   

        視能訓練士協会ＨＰに掲載されていますのでご参照ください。 

        ＜http://www.jaco.or.jp/＞ 

協議：１．第75回栃眼医親睦ゴルフコンペについて 
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      10月16日（日）開催予定 

 

《保 険》 

報告：１．平成23年度日眼医全国審査委員連絡協議会出席報告（5月29日(日)東京プリンスホ

テル） 

旭副会長出席 

        日本の眼科8月号に本部見解が掲載される 

        慢性疾患の初診料の算定について➪明確な基準がない。 

２．「平成23年度関ブロ健康保険委員会アンケート調査」の件  

３．薬価基準の追補収載について 

        6月24日付 外用薬 

４．日眼医より「眼科全国レセプト調査 調査定点会員推薦のお礼」送付（6月24日

(金)） 

５．平成23年度関ブロ健康保険委員会開催報告（7月17日(日)軽井沢町 軽井沢プリ

ンスホテル） 

  千葉審査員出席 

協議：１．平成23年日眼医各支部健保担当連絡会 出席者と提出議題について（10月30日

(日)東京プリンスホテル） 

井岡理事が出席 

２．平成23年度第2回栃木県眼科医会 健保研究会の開催について 

        10月21日（金）の集談会の際に開催 

３．日眼医より依頼の「地方厚生局の保険指導医(眼科)の実態調査」について 

  本県の眼科にはいない 

４．平成23年度全国審査委員連絡協議会記録の送付について 

        日本の眼科に掲載  

 



- 6 - 

《広 報》 

報告：１．栃眼医会報第44号の件 

7月22日に発送 

協議： １．新聞掲載広告の件 

従来年4回出していたものを、今後年２回やや大きくして掲載する 

 春 アレルギー・学校保健  秋 目の愛護デー 

 

《学校保健》 

報告：１．第2回学校保健部会出席報告（7月3日(日)護国会館） 

苗加理事出席 

学校医の報酬について 

２．先天性色覚異常に関する全国調査の進捗状況について 

   苗加理事  

   途中経過報告。昨年4月より 379例 ９６％が男性で小4が多い。 

   約半数が色覚異常に気づいていたが、残り半数は気付いていなかった。 

   今後継続して調査する。 

協議：１．第35回全国学校医連絡協議の出席者と提出議題（7月31日(日) 東京プリンスホテ

ル） 

      苗加理事出席 

      視力回復センターが学校健診の連絡票を記載してしまった事例 

      学校医の公務災害について（事例） 

       宇都宮市は公務として扱うと回答あり、栃木県は明確な回答がない 

 

《公衆衛生》 

報告：１．栃木県眼科一次救急当番について 

交代・変更希望が出て最終的に決定した。 
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２．一次救急診療「普通傷害保険」契約更新の件 

   例年通り更新する。 

３．「平成23年地域医療に係る県民協力事業費補助金」交付決定（20万円）の件 

補助金の交付が決定した。 

協議：１．「目の愛護デー」関連行事について(10月2日(日) 宇都宮市健康センター(ララスク

エアビル9階)) 

         チラシ・ポスター作製の件 

         相談員の件 会員の先生方に一層のご協力をお願いする。 

２．JRPSとちぎ秋季講演会、講師派遣について 

   真岡市 原 正 先生に依頼 

３．目の愛護デー」記念行事の「広報うつのみや」に掲載する内容について 

電話番号掲載の件 

一般からの問合せ連絡先（電話番号）を明記されたいとのこと。 

４．日眼医より送付の「2011年度『目の愛護デー』行事予定聞き取り」について 

例年通り報告 

 

《医療対策》 

報告：１．｢平成23年度の医療法第25条第1項の規定に基づく（医療機関への）立入検査の実施

について」日眼医より送付（6月21日(火)） 

協議：１．日眼医より依頼の「眼鏡に関するアンケート調査への協力」の件 

（「不適正な眼鏡によって不具合を生じた症例調査」及び「眼科医の診察を受けずに

眼鏡を作成したために眼疾患の発見が遅れた調査」を実施） 

      本県より4医療施設を推薦  

２．日眼医から依頼の「医事問題で特に力を注いでいる問題」について   

 

《勤務医》 



- 8 - 

報告：１．第16回栃木県眼科手術談話会（5月27日(金)宇都宮市医師会館）開催報告及び収支

報告 

53名参加 一般演題 ３題   

特別講演 松島先生 各種ＩＯＬインジェクターについて 

次年度よりの会費について  

２．平成23年度関ブロ勤務医委員会出席報告（7月17日(日)軽井沢町 軽井沢プリン

スホテル） 

上田理事出席 

女性医師の支援について 

コメディカル講習会の今後について 

大学病院における点滴業務について 

《日眼医連盟》 

報告：１．日眼医連盟より送付の「日眼医連盟委員会 平成23年度 第6回委員会 摘碌」の件 

     ２．日眼医連盟より送付の「日眼医連盟委員会 平成23年度 第7回委員会 摘録」の件 

 

 

 

次回理事会は9月21日(水)に開催する。 

 

以上 

 

（福島一哉 記） 

 

 

                                 

 


